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研究成果の概要（和文）：従来のゾラ研究では、ゾラとボードレールの関係が問題にされること

はほとんどなかった。それに対して本研究では、自然主義の理論家としてのゾラは反ボードレ

ールの立場を表明しているが、実際は、マネ擁護をはじめボードレールと少なからぬ共通項を

持つことを明らかにした。また一般にゾラは、70 年代後半にマネや印象派の画家たちから離反

していくと言われているが、本研究では、ゾラとマネの共闘関係は 80 年代初めまで続いており、

ゾラの小説とマネの絵画のあいだには多くの相関関係が見られることを示した。 

 
研究成果の概要（英文）：In the conventional study of Zola, rarely is the relationship 
between Zola and Baudelaire taken into consideration. In this study, we show that Zola, 
the theorist of naturalism, expresses an antipathy towards Baudelaire, but that Zola, 
defender of Manet, was, in reality, much influenced by Baudelaire. In addition, it is 
generally allowed that Zola was somewhat separate in his ideas from Manet and the 
Impressionists in the late 70s. However, in this study, we demonstrate that a certain 
correspondence in the relations of Zola and Manet exist up until the early 80s, and that 
many correlations can be seen between Zola’s novels and Manet’s pictures. 
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者は、以前の科研費研究課題（基
盤研究(C)平成 16 年度〜19 年度）において、
「ゾラの小説・美術批評と 1860-80 年代のフ
ランス絵画の相関関係」について研究し、ゾ
ラとマネを中心とする画家たちが、近代都市
パリの社会的・政治的・文化的な文脈の中で

多くの関心を共有しており、そのことが両者
の小説や絵画の中でさまざまな照応関係と
なって現れていることを具体的に検証して
きた。この研究を遂行する過程で次のような
２つの疑問が新たに生じてきた。 
(1)  1 つはゾラとボードレールの関係であ
る。詩人であり美術批評家でもあったボード
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レールは、1859 年にマネと知り合って以来、
64 年春にベルギーに都落ちするまでマネと
親しく付き合い、その才能を高く評価してい
たと思われるが、66 年 3 月に彼の地で倒れ、
67 年には死去してしまう。そのボードレール
とまったく入れ替わるように 66 年 5 月にマ
ネ擁護の論陣を張ったのがゾラであった。ボ
ードレールは1859年末〜60年に執筆した『現
代生活の画家』において、風俗画家ギースに
託して「モデルニテ」の概念を提示している
が、それを純粋絵画の領域で追求していくの
がマネである。したがって、同時代の美術界
の状況との関わりで見ていく限り、美術批評
の分野で明らかにゾラはボードレールを継
承していると思われる。しかしながら、非常
に奇妙なことに、これまでのゾラ研究におい
て、ボードレールとの関係というのは全くと
いっていいほど取り上げられていないので
ある。これはどうしてなのか、両者のあいだ
には本当に何もつながりはないのか、という
のが第 1の疑問である。 
(2)  第 2 の疑問は、ゾラがボードレールか
ら多くを受け継いだと思われる美術批評の
分野において、一般に 70年代後半になると、
ゾラとマネや印象派とのあいだにはある種
の齟齬が生じてきたと言われていることに
関してである。従来の研究においては、両者
の不和の証拠として、79 年にゾラがマネにや
や留保を示し、79年と80年のサロン評では、
印象派とりわけモネに苦言を呈している箇
所が取り上げられる。そして、結局のところ
ゾラの審美眼には限界があり、マネや印象派、
さらにはセザンヌの革新性を真に理解する
ことはできなかった、というのが大方の見解
となっている。しかし、79年にマネは新しい
市庁舎の壁画プランとしてゾラの小説タイ
トルである「パリの胃袋」をテーマとした連
作をセーヌ県知事に提案しているし、80年に
はゾラときわめて親しい出版者シャルパン
ティエの経営する画廊で個展を開いたりも
している。70 年代から 80 年代はじめにかけ
てのゾラとマネの関係は実際どのようなも
のであったのか、またゾラは本当にマネの芸
術を理解できなかったのかどうか、これが第
2の疑問である。 
 こうした疑問を解明するために、ゾラとボ
ードレールの関係を明確にすると同時に、そ
の仲介者であるマネとボードレール、ならび
にマネとゾラの関係について、さらに詳しい
検討が必要であると思われた。 
 
２．研究の目的 
 以上の研究の背景により、本研究が目的と
するのは、ゾラが「モデルニテ」概念を提唱
したボードレールから受け継いだものを明
らかにすると同時に、ゾラが自身の美術批評
活動および創作活動において、どのように同

時代的な関心を推し進めていったのかを、特
にマネや印象派との関係から明らかにする
ことである。具体的には、以下の 3つの点を
解明していく。 
(1)  なぜゾラ研究においてはボードレール
との関係が取り上げられないのかについて
の疑問を解明し、実際にゾラはボードレール
をどのように理解していたかについて考察
する。また、ボードレールとマネの関係につ
いても再検討し、ボードレールの「モデルニ
テ」に関する主張は、マネの絵画においてど
のように表現されているかを考察する。さら
に、60 年代のゾラのマネ論において、ボード
レールの主張はどのように受け継がれ、また
変容しているかについて考える。 
(2)  70 年代以降のゾラの美術批評について
検討し、一般に 79 年〜80 年のゾラの「離反」
と見なされている言説は、本当に「ゾラの審
美眼の限界」を示すものであるのかどうかに
ついて考察する。それと同時に、70 年代以降
のゾラとマネの交流について、書簡などの資
料に基づいて調査検討し、実際に 79 年に両
者は疎遠になったのかについて考察する。 
(3)  以上を踏まえ、ゾラとマネは、互いの
創作活動においてどのような影響関係にあ
るのかについて、さらなる調査研究をおこな
う。 
 
３．研究の方法 
(1)  ゾラの文学批評および美術批評におけ
るボードレールへの言及について調査し、そ
れらの言説を取り巻く文脈について、できる
限り詳細な研究をおこなう。またボードレー
ルとゾラの美術批評を比較検討し、その類似
点や相違点について考察する。さらにマネに
おけるボードレールの影響について調査し、
その影響がもっとも明瞭に現れていると思
われる絵画《テュイルリーの音楽会》（1862）
について詳しく分析する。 
(2)  70 年代以降のゾラの美術批評について、
その特徴を明確にする。そのために、やはり
70 年代にマネや印象派について書いている
マラルメの美術批評との比較検討をおこな
う。さらにサロンと印象派展の関係など同時
代の美術界の状況について調査した上で、79
年と 80 年におけるゾラの言説の真意につい
て考察する。また、ゾラとマネの書簡を精査
して 70 年代以降の交流、とりわけ 79 年〜80
年の状況について検討する。 
(3)  ゾラとマネの創作上の影響関係につい
ては、これまでゾラの『パリの胃袋』を中心
に研究を重ねてきたが、さらなる関係を調査
するために、その制作時期に注目しつつ、ゾ
ラの小説とマネの絵画との照応関係を見て
いく。そのためには、ゾラとマネ双方の作品
に関する研究を踏まえる必要がある。 
 



４．研究成果 
(1)  従来のゾラ研究において、ボードレー
ルとの関係がテーマとして取り上げられる
ことがほとんどなかったのは、ゾラの文学批
評には、明らかに反ボードレール的な言説が
認められるからであろう。美術批評において
も、ボードレールへのわずかな言及はさほど
好意的なニュアンスは持っていない。ゾラは
ボードレールだけでなく、ヴェルレーヌやマ
ラルメなどの同時代の詩には「耳をふさいで
いる」と批判されてきたのである。それに対
して本研究では、こうした一見あからさまな
ボードレール批判は、自然主義の理論家とし
てのゾラの批評の、一種の教条主義的性格に
よるものと考えた。すなわちゾラの自然主義
は、若い頃のロマン派の詩人たちへの熱狂に
対する反動によって形成されており、もとも
と反韻文の性格を持っている。しかも、当時
において自然主義と対立していた高踏派や
象徴派の詩人たちは、ボードレールを自分た
ちの先駆者として崇拝していた。したがって、
自然主義の推進者としてのゾラは、必然的に
反韻文、反ボードレールの立場を主張するこ
とになったわけである。しかし、ゾラにおけ
る「理論」と「創作」の矛盾は、これまでも
しばしば指摘されるところである。そこで、
本研究ではゾラのボードレールへの言及を、
断片的な引用として取り上げるのではなく、
その言説を取り巻く文脈を十分に考慮し、ゾ
ラが自身の「教義」からいかに逸脱している
かを中心に検討した。その結果、ゾラは心底
ではボードレールに深い共感を抱いていた
可能性が高いことがわかった。たとえばゾラ
は、1866 年に、天使と人間の闘いを歌ったボ
ードレールの韻文詩「反抗者」をやや韜晦的
な口調で引用している。しかし、20 年後に出
版した自伝的色彩の強い小説『制作』のエボ
ーシュで、この小説において自分は芸術家の
自然との闘い、その血のにじむような創造の
努力を描くのであり、それは「絶対に打ち負
かされる闘い、天使との格闘」だと述べてい
るのである。このことは、ボードレールに関
するゾラの批評言説が必ずしも彼の本心を
表しているのではなく、そこにはかなりの屈
折が認められることを示している。この研究
は、｢ゾラとボードレール——ゾラの文学批評
におけるボードレール評価について｣（論文
①）にまとめている。 
 ボードレールとマネについては、両者の関
係を最もよく示していると思われるマネの
絵画《テュイルリーの音楽会》を詳しく分析
した（論文⑨⑧）。このタブローには、マネ
自身とボードレールをはじめとする友人や
知人の姿が描き込まれていることが知られ
ている。これらの人物について、名前だけは
ほぼ同定されているものの、なぜマネはこれ
らの人々を 1862 年という年に、テュイルリ

ー公園という場所に、このような形に配置し
たのかについてはほとんど論じられていな
い。また、この絵のちょうど中央に当たる部
分は粗いスケッチのような状態にとどまっ
ており、非常に曖昧な形象になっていること
についても、問題にしている研究はほとんど
ない。本研究ではまず、このタブローの｢集
団肖像画としての意味｣を考察し、以下のこ
とを明らかにした。これらの人々は、スペイ
ン絵画、エッチング、ジャポニスムに対する
共通の審美的関心を持って、伝統的なアカデ
ミズム絵画に代わる新たな表現を探し求め
ていた「ポスト・レアリスム」の集団である。
彼らはまた、美術アカデミーとサロン展を中
心とする既成の制度に対抗する、展示・流
通・販売の組織作りを進めようとしていた。
それが 1862 年に発足した「国民美術協会」
と「腐蝕銅版画家協会」である。彼らは、画
面に描かれているルジョーヌ少佐夫妻（夫人
は前景右の女性）の共和派サロンに集まった
人々でもあった。前景左の婦人は、マネやボ
ードレールと非常に親しかったポール・ムー
リス夫人ではないかとわれわれは推測した。
夫のムーリスはユゴーの信奉者で、夫人はワ
ーグナーを弾くピアニストでもあった。マネ
がこの集団をタブローの左に置いたのは、彼
らが政治的にも｢左翼｣に位置していたから
であると考えられる。 
 続く｢中心部分の謎｣においては、形式主義
的観点と社会史的観点からその意味を分析
した。特に社会史的観点から見れば、中心部
の空虚さは、ナポレオン３世の政体自体の空
虚さを表すと解釈できる。「帝国の祝祭」を
伴奏した音楽家はオッフェンバックだが、そ
の『地獄のオルフェ』（1858）は神話をパロ
ディ化し、社会全体を笑いと快楽の渦に巻き
込む音楽であった。中央左のグロテスクな笑
いを浮かべた女性は、オッフェンバックの
「笑い」の戯画ではないか？また、同じく中
央右の子供を連れた喪服の女性は、ボードレ
ールの「寡婦」のモチーフの投影ではない
か？本論では、これら２つの女性形象の意味
を考察し、ボードレール（ワーグナーの崇拝
者でもある）とオッフェンバックを 2つの核
として組み立てられたこのタブローにおい
て、マネがナポレオン３世への批判を巧妙に
隠しつつ、同時代の社会を表象していること
を明らかにした。 
 以上のように、《テュイルリーの音楽会》
においては、マネとボードレールが共有して
いた「モデルニテ」の種々の相を読み取るこ
とができる。それは、単に現代の主題を描い
たというだけではなく、スペイン絵画におけ
る激しいリアリズムや大胆な色彩、日本版画
の平面性や色面による構成といった造形表
現のレベル、アカデミズムに対抗する芸術家
たちの自主的な展示や販売の活動という制



度の問題、さらには帝政に反対して自由を求
める共和主義の思想などにも及んでいる。ゾ
ラもこれらのモデルニテの諸相をほぼ継承
している。本研究では、ボードレールがフラ
ンスの最初期の日本美術愛好家の一人であ
ることを確認したが、ゾラがマネ論でボード
レールに言及している箇所では、マネの絵画
と日本版画の関係を指摘しつつ｢色斑｣の概
念を展開しており、ここにボードレール、マ
ネ、ゾラを結ぶ 1つのラインが見いだされる
ことがわかった。 
 
(2)  70 年代以降のゾラの美術批評について
は論文⑥「ゾラはマネを理解しきれなかった
のか−マラルメとゾラの美術批評におけるマ
ネ評価について」および論文⑤「ゾラの美術
批評と印象派−1879年と80年の「印象派批判」
を中心に」において考察した。一般にマネと
文学者の関係を語る際に、ゾラとの関係は 60
年代後半が中心であり、74年以降については
マラルメとの関係が重視される。1876 年のマ
ラルメによる「印象派の画家たちとエドゥア
ール・マネ」は、マネを印象派の主導者とし
て位置づけ、「印象主義」の美学の特質をと
らえようとするものであった。筆触や色彩の
重要性を指摘するマラルメの評論はきわめ
て重要なものであるが、結果としてマネと印
象主義を強く結びつけ、そこにフォーマリズ
ム的なモダニズムの系譜を見いだすことに
貢献したことも確かである。近年の美術史研
究では、モダニズム再考の気運とともに、マ
ネと印象派を切り離し、また彼らの芸術を、
もっと多様なアプローチによって考察しよ
うとする流れがあり、その中でゾラの美術批
評は再評価できる可能性があることを指摘
した。 
 70 年代のゾラの美術批評の特徴は、芸術表
現そのものの美学的問題を扱うよりも、社会
的事象としての芸術の問題に重点を置くも
のであり、とりわけ制度論的な観点から公式
サロンと印象派展を分析しようとするもの
である。ゾラが 79 年と 80 年に印象派、特に
モネに対して投げかけた安易で拙速な仕事
に対する苦言は、従来指摘されるようにゾラ
が印象派のスケッチ性や視覚混合の技法を
理解しなかったのではなく、当時の印象派が
置かれていた社会的状況を踏まえた上で、十
分に構想を練った「傑作」を世に問うことで
万人を納得させるべきだという助言であっ
た。ただし、ゾラの批評からは、印象派の画
家たちが装飾性への志向を示して、人間や社
会の現実を見据えることから遠ざかってい
く傾向を見せていることに不満を覚えてい
ることも読み取れる。 
 マネとの関係に関しては、まず、70 年代に
もゾラはマネを擁護し続けていることを確
認した上で、79 年のマネに対する「留保」の

理由を考えると、印象派の場合と同様、マネ
がその頃もまだ「公衆の無理解」に苦しんで
いたという事実が挙げられる。ゾラは、マネ
にもう少し公衆の敵意を和らげることので
きる「手＝技術」があれば、と考えたのであ
ろう。しかし、印象派の場合とは異なって、
ゾラは翌 80 年にはマネに対して「倦むこと
のない自然主義の職人」として最大級の敬意
を払っている。またマネの死後、1884 年に開
催された遺作展のカタログにゾラが寄せた
序文は、これまであまり顧みられなかったテ
クストであるが、ここでゾラは 79 年のマネ
への一種の「失言」を修復し、あらかじめ定
まった手法を持たないことにこそマネの「天
才」があることを認めており、ドラクロワ、
クールベに次ぐ存在としてその歴史的価値
を高く評価していることを示した。 
 実際、70 年代以降においても、ゾラとマネ
の交友は続いていた。論文③「1870 年代のマ
ネとゾラ−書簡を中心とする交友について」
は、とりわけマネからゾラへの書簡やその他
の証言を通じて、二人の交友を跡づけたもの
である。彼らはゾラの親しい友人でもあった
「自然主義の出版者」シャルパンティエ家の
サロンでも顔を合わせており、また互いを自
宅に招いたりして、家族ぐるみで良好な関係
を継続していたことを明らかにした。そして、
論文②「1879 年のマネとゾラ−共和派政権の
誕生と市役所壁画プランを中心に」において
は、一般にゾラがマネから離反していくと言
われている 1879 年においては、とりわけ共
和派政権の誕生と自然主義キャンペーンの
盛り上がりの中で、ゾラとマネの共闘関係は
再確認された可能性を指摘した。そして｢パ
リの胃袋｣を主題とするマネの壁画プランが、
その共闘関係の中で構想された可能性が高
いことを確認した。 
 
(3)  以上のように、ゾラとマネの共闘関係
はこれまで 1860 年代後半がピークだと考え
られてきたのに対し、本研究では、1870 年代
からマネが亡くなる 1883 年まで、両者の関
係は継続していることを確認してきた。彼ら
はとりわけ芸術の自由を求める共和主義者
として、時代の政治的・社会的関心に則した
共通の関心を抱いていたのである。論文⑩
「ゾラとマネ：共和主義者の共闘 -- 1870 年
代パリの都市情景における芸術と政治の問
題について」においては、マネによるパリ市
役所の壁画プラン（1879）を出発点として、
『パリの胃袋』（1873）から『ボヌール・デ・
ダム百貨店』（1883）までのゾラの小説と、
マネや印象派の絵画の関係について検討し
た。第 3共和制初期のフランスにとって最大
の関心のひとつは、普仏戦争とパリ・コミュ
ーンで疲弊したパリを復興し、新しい共和国
の首都として再構築することであった。とり



わけ画家たちの関心は、第 2帝政期のパリ改
造によって作られた単調で面白みのない都
市を、より多様で活気に満ちた色鮮やかな空
間へと「装飾」することに向けられた。マネ
の壁画プランもそうした共和主義的な「装
飾」の一環として考えられるが、鉄とガラス
の中央市場を野菜や果物の鮮やかな色彩の
斑点「タッシュ」で彩色したゾラの『パリの
胃袋』は、画家たちに新しい芸術の指針を示
したと考えられる。この小説は、モネやルノ
ワール、カイユボットらの都市風景画、そし
てマネの《モニエ通り》連作にも影響を与え
ているが、とりわけマネの作品には、新興ブ
ルジョワの街並みと労働者の悲惨が対比さ
れ、『居酒屋』『ナナ』と共通する社会認識が
認められることを示した。 
 ゾラとマネの共通の関心は、都市パリの情
景だけでなく、そこに生きる人々、とりわけ
女性や娼婦にも向けられている。それはボー
ドレールに存在した主題でもあった。マネが
自身の絵画を確立していく上でもっとも影
響を受けたのはボードレールであり、マネの
60 年代の絵画（例えば《オランピア》）とボ
ードレールの『悪の華』の詩篇群のあいだに
は、ヴァレリーの言うところの深い「親縁性」
が認められる。一方ゾラは、文学者として自
身を確立していくにあたり、友人の画家たち
からさまざまな影響を受けたと思われるが、
中でもマネの《オランピア》は作家に大きな
インパクトを与えた。論文④「オランピア、
ナナ、そして永遠の女性−マネ、ゾラ、セザ
ンヌにおける絵の中の女の眼差し」において
は、1865 年におそらく連れだってサロンを見
学したゾラとセザンヌのそれぞれに、マネ
《オランピア》がどのような影響を及ぼした
かを考察した。ゾラの場合、《オランピア》
の影響は 1867 年の小説『テレーズ・ラカン』
に明瞭に現れている。 
 一方、ゾラはその後『居酒屋』（1877）と
『ナナ』（1880）において、女優・高級娼婦
のナナを造型する。マネの《ナナ》（1877）
は、先行研究では通常、ゾラの同名の小説と
比較され、マネとゾラの相違が浮き彫りにさ
れることが多い。しかし、我々は論文⑦「ゾ
ラの『居酒屋』とマネの《ナナ》−小説から
絵画へ」において、マネの《ナナ》とゾラの
『居酒屋』第 11 章のテクストとの関係に着
目した。この章では、すでにナナは魅力的な
若い娘に成長しており、ナナの肉体的魅力と
下着姿での身繕い、自身の魅力の顕示、ナナ
の後ろにつきまとう老紳士の存在、そしてそ
の老人を置き去りにして、他の男たちに媚態
を振りまく態度など、『居酒屋』のナナに関
するエピソードは、多くの研究者がマネの
《ナナ》の図像から読み取っている解釈と一
致することを示した。 
 創作面におけるゾラとマネの関係を考え

た場合、初期においては『テレーズ・ラカン』
のように、ゾラがマネの絵画からインスピレ
ーションを受けているが、70 年代以降はどち
らかと言えば、マネがゾラの小説からヒント
を得ていることが多いように思われる。未発
表論文（原稿提出済み）「マネと〈自然主義〉
—マネ研究に対するゾラ研究からのアプロー
チ」においては、72 年以降、ゾラとマネが同
時期に似通った主題を扱い、またマネがゾラ
のテクストから示唆を受けていると思われ
るケースをいくつか検討した。ゾラの『パリ
の胃袋』とマネの《鉄道》、『獲物の分け前』
と《オペラ座の仮面舞踏会》、『居酒屋』と《洗
濯物》《ナナ》《プラム酒》などの場合である。
そして、77 年頃からマネは〈自然主義シリー
ズ〉と名づけられる一連の作品を制作してお
り、80 年にシャルパンティエの経営する画廊
｢現代生活ギャラリー｣で開かれる個展にお
いては、そのシリーズに含まれると思われる
作品群が展示されていることを示した。｢自
然主義の出版者｣として知られているシャル
パンティエは、ゾラと公私ともにきわめて親
しく、この画廊での個展はマネがゾラと近い
位置にいたことを示している。 
 マネは 1879 年の市役所壁画プランで、「パ
リの胃袋」を主題として、｢我々の時代の公
的かつ商業的な生活｣を描きたいと書いたが、
マネの最後の大作《フォリ・ベルジェールの
酒場》は、1880 年代に入ってますます進展す
る商業主義の中で誕生した「売り子」という
新たな労働者に注目し、その眼差しを作品の
中心に据えた作品である。ここでマネは、『パ
リの胃袋』の中のカウンターのリザの描写に
ヒントを得ている。そして、マネがこの絵画
を制作した 1881 年から 82 年の冬は、ゾラが
『ボヌール・デ・ダム百貨店』の構想と取材
調査に取り組んでいた時期であり、ここでも
マネとゾラのコラボレーションが確認でき
るのである。 
 
(4)  以上のように本研究においては、これ
までの定説に反し、ゾラはボードレールと通
じるものを多く持っていること、ゾラとマネ
の共闘は 60 年代後半にとどまらず、70 年代
以降も継続しており、マネ晩年まで続いてい
たことを明らかにすることができた。これら
の成果の多くは、平成 23年 12 月に京都大学
に提出した博士論文「ゾラとマネ・印象派
—1860年代後半から1880年代前半における文
学と絵画」にとりまとめたが、その後新たに
得られた成果を導入して、著書として出版す
るための原稿を作成した。 
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